
,ラーレンl通つ鮨て
フラーレンは、炭素がサッカーボール状に結合したユニークな構造を持つ炭素同素体。

1985年に発見され、その発見者 |よ 1996年にノーベル化学賞を受賞してしヽます。世界

中の科学者が虜になり、フラー L/ンには高しヽ抗酸イヒカがあることがわかり、様々な分野

での応用が期待されていますが、フラー L/ンは水に溶けにくしヽという性質があ鶴ます。

そんな中、世界に先駆けて弊社が水に溶けやすしヽフラーレンイヒ粧轟原料「ラジカルスポン

ジ」を開発し、2005年から販売しています。

フラ~レン C60

フラーレン化憮蛉尿饒 3彦蜀藉薇

鰈赳陽鰈 3瞑鞣抗域化力 ビθミンCこの抗酸化能比較

フラーレンの最大の魅力は、高い抗酸化力。美白、シワ

改善、バリア機能改善、毛穴改善などの効果は、フラーレン

のこの抗酸化力によるものと考えられます。

フラーレンの抗酸化力をビタミン Cと比較すると、実験

系によつて|よ、125倍、172倍、また|よ 250倍以上。

フラーレンの独特な抗酸化メカニズムが、高い抗酸化力を

引き出しています。

銅イオンの酸化還元反応

・‐一……‐‐……^測定原理 (日本老化競」御研究所製:抗酸化能測定キット)― ―――――一

緻舅炉緻 沐聰舅続く饒酸イ鰹鱚

過酸化物に対する防御効果
1)

細胞に過酸化物としてt・8じ OO目 を添加し、経時的||こ形

態観察を行つた . |             ‐

細胞の形態変化 → 細胞死

フラーレンは、 11時間後も過酸化物による皮膚組胞の死亡を防御

した。
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※Vた a編 nC000μ mdハ のl‐酸化能を1と した場合
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紫外線照射下でり細胞死防機動 果のた毬較
a

角化細胞に紫外線を照射し、20時間後の細胞生存率を

測定

|I RS ■ ビタミンC誘導体  多 ビタミしノE

UV升晨射えまし   UVA 15J/cm2    Mean± SO **p<001,
***p<o ool

*フラーレン2 78 μllll RS l%

フラーレンは、ビタミンC、 ビタミンEよりも紫外線照射下で

lj酸化力が長時間持続する。
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1)元県立広島大学教 l‐|三羽信 Lし占先生との共同研究 2)県立広島大学 生命環境学部 斉藤51究室との共同研究


